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二
〇
一
四
年
度　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
二
三
（
五
二
三
）　

一　

は
じ
め
に

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
杉
本
研
究
室
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月

二
十
六
日
か
ら
二
〇
一
五
年
一
月
四
日
ま
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

区
ベ
イ
テ
ィ
ン
村）

1
（

ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
谷
に
あ
る
ネ
ク
ロ
ポ
リ

ス
（
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
墓
地
地
区
）
に
お
い
て
考
古
学
的
発
掘
調

査
を
行
っ
た）

2
（

。
こ
の
調
査
は
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ベ

イ
テ
ィ
ン
遺
跡
調
査
・
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
パ
レ
ス

チ
ナ
観
光
・
考
古
省
（M

inistry of T
ourism

 and A
ntiqui-

ties

）
と
共
同
で
行
わ
れ
て
い
る
。

当
初
こ
れ
ら
の
墓
の
調
査
は
夏
季
休
暇
中
に
予
定
さ
れ
た
が
、

ガ
ザ
地
区
空
爆
な
ど
に
よ
る
情
勢
悪
化
の
た
め
、
冬
季
に
延
期
さ

れ
た
。
夏
季
休
暇
中
に
は
、
同
遺
跡
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
地

区
の
塔
と
よ
く
似
た
遺
構
の
知
ら
れ
る
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ミ
テ
王

国
の
カ
ス
ル
・
ア
ブ
・
ル
ク
バ
遺
跡
と
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

今
年
度
の
調
査
隊
の
編
成
は
、

共
同
隊
長
：
杉
本
智
俊
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）、
ジ
ハ
ド
・

ヤ
シ
ン
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
考
古
局
長
官
）

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
：
菊
池
実
（
東
京
基
督
教
大
学
准
教
授
）、

間
舎
裕
生
（
慶
應
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
）、
バ
ッ
サ
ム
・
ヘ
ル

ミ
（
観
光
考
古
省
ナ
ブ
ル
ス
支
局
）、
ジ
ャ
ベ
ル
・
ア
フ
マ
ド
・

ル
ジ
ュ
ブ
（
観
光
考
古
省
へ
ブ
ロ
ン
支
局
）

遺
構
実
測
：
渡
部
展
也
（
中
部
大
学
准
教
授
）

遺
物
実
測
、
ト
レ
ー
ス
と
り
ま
と
め
：
藤
澤
綾
乃
、
高
田
優
衣

（
以
上
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
）
で
あ
り
、
こ
の
他
に
日

本
人
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
九
名
（
阿
部
美
奈
萌
、
有
吉
亮
、
大
内

絢
、
小
谷
部
優
、
木
下
圭
祐
、
長
尾
琢
磨
、
原
田
悠
香
、
福
田
彰

二
〇
一
四
年
度　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る

考
古
学
的
発
掘
調
査

杉
本
智
俊
・
菊
池　

実
・
間
舎
裕
生



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
二
四

寛
、
村
田
明
佳
音
）
が
参
加
し
た
。

二　

昨
年
度
ま
で
の
調
査
状
況

二
〇
一
二
年
度
に
は
、
ワ
デ
ィ
周
辺
の
全
面
的
な
表
面
調
査
を

行
い
、
竪
坑
墓
十
一
基
、
横
穴
墓
五
三
基
を
確
認
し
、
そ
の
分
布

図
を
作
成
し
た
（
杉
本
・
間
舎
二
〇
一
三
））

3
（

。
こ
れ
ら
の
墓
は
ほ

ぼ
す
べ
て
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
性
格
を
把
握
し
、
記
録
を

残
す
た
め
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
そ
の
代
表
例
の
発
掘
調
査
を
行

う
こ
と
と
し
た
（
杉
本
・
菊
池
二
〇
一
四
）。

ワ
デ
ィ）

4
（

の
両
岸
は
硬
質
石
灰
岩
の
浸
食
で
形
成
さ
れ
た
複
数
の

段
丘
と
な
っ
て
お
り
、
横
穴
墓rock-cut tom

bs

は
そ
の
全
体

で
確
認
さ
れ
た
。
墓
は
段
丘
の
垂
直
面
に
水
平
に
掘
削
さ
れ
て
お

り
、
多
く
が
内
部
に
複
数
の
ロ
ク
リ
（
単
数
形
ロ
ク
ル
ス
））

5
（

を
持

つ
形
態
と
な
っ
て
い
た
。
ロ
ク
リ
は
、
玄
室
の
壁
に
ト
ン
ネ
ル
状

に
掘
り
こ
ま
れ
た
細
長
い
壁
龕
の
こ
と
で
、
遺
体
や
オ
シ
ュ
ア
リ

と
呼
ば
れ
る
石
製
納
骨
容
器
を
置
く
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ

は
ロ
ー
マ
時
代
初
期
の
エ
ル
サ
レ
ム
近
郊
で
知
ら
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人

の
家
族
墓
に
典
型
的
な
形
態
で
あ
る
（H

achlili 2005; H
achlili 

and K
illebrew

 1999; K
loner and Zissu 2007; Regev 2004; 

T
saferis 1970

参
照
））

6
（

。

一
方
、
竪
坑
墓shaft tom

bs

は
、
ワ
デ
ィ
南
西
部
の
丘
の
頂

上
部）

7
（

に
集
中
し
て
お
り
、
形
態
と
出
土
土
器
か
ら
移
行
期
青
銅
器

時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
一
三
年
度
の
調
査
で
実
際
に

竪
坑
墓
と
確
認
さ
れ
た
数
は
十
一
基
で
あ
っ
た
が
、
本
年
度
、
同

じ
丘
の
西
側
部
分
に
さ
ら
に
少
な
く
と
も
二
〇
基
以
上
の
竪
坑
墓

が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た）

8
（

。
厳
密
な
分
布
の
把
握
は
今
後
の
調

査
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
南
西
の
丘
に
、
移
行
期

青
銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
と
ロ
ー
マ
時
代
の
横
穴
墓
が
隣
接
し
た
ネ

ク
ロ
ポ
リ
ス
（
墓
域
）
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

調
査
地
区
は
、
こ
の
南
西
の
丘
の
頂
上
部
に
設
定
し
た
。
見
晴

ら
し
は
非
常
に
よ
く
、
二
基
の
ロ
ー
マ
時
代
の
横
穴
墓
が
東
に
開

口
部
を
向
け
て
造
ら
れ
て
い
た
（
図
1
）。
竪
坑
墓
は
そ
の
前
に

広
が
る
平
坦
部
に
掘
ら
れ
て
い
た
。
二
基
の
横
穴
墓
の
う
ち
北
側

の
も
の
（
以
降RT

49

）
9
（

）
は
、
二
〇
一
三
年
度
に
発
掘
調
査
を
開

始
し
た
が
、
七
本
あ
る
ロ
ク
リ
の
う
ち
二
本
と
外
部
構
造
の
調
査

は
完
了
し
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
一
四
年
度
は
そ
れ
を
継
続
す
る

と
同
時
に
、
そ
の
南
側
に
隣
接
す
る
も
う
一
基
の
横
穴
墓RT

50

の
発
掘
調
査
も
行
う
こ
と
と
し
た
。RT

49

の
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
菊
池
と
ヘ
ル
ミ
が
、RT

50

は
新
た

に
間
舎
と
ル
ジ
ュ
ブ
が
担
当
し
た
。

（
五
二
四
）　



二
〇
一
四
年
度　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
二
五
（
五
二
五
）　

三　

RT
49

（
図
2
│

1
、
2
│

2
）

1
．
調
査
概
要

RT
49

は
岩
盤
を
掘
り
ぬ
い
た
「
前
庭
」
を
持
っ
て
い
た
。
開

口
部
の
大
き
い
前
室
の
よ
う
な
形
状
で
、
高
さ
約
一
七
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
約
二
〇
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る）

10
（

。
入
り
口
は
縦
長
の
矩
形
で
、
幅
約
四
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
周

囲
は
幅
約
七
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
九
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
範
囲
で
矩
形
に
彫
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
入
り
口
部
分
の
壁
の

厚
さ
は
約
四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
方
位
は
三
五
〇
度
、
す
な

わ
ち
ほ
ぼ
真
東
に
向
い
て
い
た
。

入
口
の
内
部
は
た
だ
ち
に
深
く
落
ち
て
お
り
、
矩
形
の
ピ
ッ
ト

が
造
ら
れ
て
い
た
。
ピ
ッ
ト
の
上
部
は
、
左
右
と
奥
の
三
辺
で
ほ

ぼ
平
ら
な
寝
台
状
の
棚
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
幅
は
約
一
〇
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
玄
室
全
体
も
ほ
ぼ
矩
形

と
な
り
、
三
辺
の
棚
か
ら
そ
の
ま
ま
同
レ
ベ
ル
で
各
辺
二
本
の
ロ

ク
リ
が
計
六
本
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ピ
ッ
ト
の
奥
の
立

ち
上
が
り
面
に
も
一
本
ロ
ク
ル
ス
が
あ
り
、
こ
の
部
分
の
み
二
層

の
ロ
ク
リ
構
造
と
な
っ
て
い
た
。

玄
室
は
、
三
つ
の
棚
と
下
部
の
ピ
ッ
ト
を
覆
う
ド
ー
ム
状
に
掘

図 1　RT49、RT50 全景



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
二
六
（
五
二
六
）　

図 2-1　RT49 のファサード

図 2-2　RT49 の内部



二
〇
一
四
年
度　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
二
七
（
五
二
七
）　

削
さ
れ
て
い
た
が
、
浸
食
に
よ
る
崩
落
も
多
か
っ
た
。
こ
の
一
年

の
間
に
も
天
井
の
一
部
が
崩
落
し
、
上
部
の
テ
ラ
ス
か
ら
土
石
が

流
入
し
て
い
た
の
で
、
本
年
度
の
調
査
開
始
時
点
で
再
度
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
っ
た
。

本
年
度
の
主
た
る
調
査
対
象
は
、
ま
だ
掘
り
残
さ
れ
て
い
た
玄

室
の
正
面
左
側
（
西
面
南
側
）
と
右
辺
左
側
（
北
面
西
側
）
の
二

本
の
ロ
ク
リ
で
あ
り
、
前
者
を
ロ
ー
カ
ス
五
一
〇
、
後
者
を
ロ
ー

カ
ス
五
一
一
と
し
た）

11
（

。
ま
た
、
ピ
ッ
ト
床
面
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

層
を
ロ
ー
カ
ス
五
一
三
、
玄
室
内
北
側
の
棚
の
土
砂
の
流
入
の

あ
っ
た
窪
み
を
ロ
ー
カ
ス
五
一
二
、
入
口
直
下
の
北
東
の
床
隅
の

崩
落
部
を
ロ
ー
カ
ス
五
一
四
と
し
た
。
前
庭
南
東
隅
の
開
口
部
は

ロ
ー
カ
ス
五
一
五
、
墓
の
前
面
の
表
土
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
ロ
ー

カ
ス
五
一
六
で
あ
っ
た
。

2
．
調
査
結
果

（
1
）  

玄
室
奥
左
側
の
ロ
ク
ル
ス
（
ロ
ー
カ
ス
五
一
〇
、
図
3
）

こ
の
ロ
ク
ル
ス
の
前
面
は
、
昨
年
度
の
調
査
終
了
後
に
崩
落
し

た
天
井
の
土
石
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
除
く
と
、
ロ
ク
リ
自

体
に
は
湿
気
を
含
ん
だ
粘
質
の
テ
ラ
ロ
ッ
サ
が
全
体
に
詰
ま
っ
て

い
た
。
ロ
ク
リ
の
長
さ
は
二
二
〇
〜
二
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
が
、
中
で
十
セ
ン
チ
ほ
ど
右
側
に
屈
折
し
て
い
た
。
幅
は

入
口
付
近
で
約
五
一
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
が
、
入
口
か
ら
約
六
五
セ

ン
チ
の
屈
折
部
で
約
六
七
セ
ン
チ
と
な
り
、
最
奥
部
で
約
四
八
セ

ン
チ
で
あ
っ
た
。
ロ
ク
リ
の
形
状
は
よ
く
保
持
さ
れ
て
お
り
、
屈

曲
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に
隣
の
石
棺
の
あ
る
ロ
ク
リ
と
ほ
ぼ
並
行

し
て
い
た
（
杉
本
・
菊
池
二
〇
一
四
参
照
）。

覆
土
か
ら
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
土
器
片
が
少
数
出
土
し
、
炭
化

物
も
確
認
さ
れ
た
。
リ
ン
グ
状
の
本
体
に
複
数
の
火
口
が
つ
く
形

式
の
ヘ
ロ
デ
ィ
ア
ン
・
ラ
ン
プ
（
図
4
）
も
出
土
し
た
。
こ
れ
は

こ
の
墓
の
年
代
を
確
認
す
る
上
で
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
床
に

近
い
所
か
ら
は
、
両
足
の
す
ね
の
部
分
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ

以
外
の
部
分
は
形
状
を
と
ど
め
て
お
ら
ず
、
散
乱
骨
の
様
相
で

図3　玄室奥左側のロクロス（L510）
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五
二
八
（
五
二
八
）　

あ
っ
た
。

（
2
）

右
側
面
奥
の
ロ
ク
ル
ス
（
ロ
ー
カ
ス
五
一
一
、
図
5
）

こ
の
ロ
ク
ル
ス
で
は
、
入
口
部
分
の
形
状
は
確
認
で
き
た
が
、

そ
の
す
ぐ
内
側
で
径
二
〇
〜
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
が
大
規
模
に

落
下
し
た
様
相
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
ロ
ク
ル
ス
は
掘
り
切
ら
れ

て
お
ら
ず
、
掘
削
段
階
で
崩
落
が
あ
っ
て
中
止
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
竪
坑
墓
に
ぶ
つ
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
直
上

の
テ
ラ
ス
で
は
そ
の
よ
う
な
開
口
部
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
遺

物
は
乏
し
く
、
土
中
よ
り
ロ
ー
マ
時
代
の
土
器
片
が
わ
ず
か
に
出

土
し
た
の
み
で
あ
る
。
ロ
ク
ル
ス
の
幅
は
約
四
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
は
約
八
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
は
調
査
で
き
た

範
囲
で
約
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
他
の
ロ
ク
リ
と
比

べ
て
幅
も
狭
く
、
こ
の
こ
と
も
墓
の
掘
削
段
階
で
作
業
が
中
止
さ

れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

（
3
）

玄
室
中
央
の
ピ
ッ
ト
（
ロ
ー
カ
ス
五
一
三
、
図
6
）

玄
室
の
中
央
部
分
は
、
昨
年
度
床
に
ま
で
到
達
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
本
年
度
石
灰
岩
の
岩
盤
ま
で
露
出
さ
せ
た
。
結
果
的
に
、

こ
の
ピ
ッ
ト
は
墓
の
入
り
口
及
び
三
辺
の
棚
か
ら
約
一
一
〇
セ
ン

図 4　L510 出土のヘロディアン・ランプ

図 5　右側面奥のロクロス（L511）



二
〇
一
四
年
度　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
二
九
（
五
二
九
）　

チ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
奥
行
は
約

一
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
入
口
付
近
で
約
一
二
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
最
奥
部
で
約
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

遺
物
と
し
て
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
土
器
片
が
ま
ば
ら
に
認
め
ら
れ

た
。（

4
）

玄
室
内
の
右
側
棚
部
分
の
窪
み
（
ロ
ー
カ
ス
五
一
二
）

及
び
入
口
直
下
の
北
東
の
床
隅
の
崩
落
部
（
ロ
ー
カ
ス

五
一
四
）

こ
れ
ら
の
陥
没
部
に
関
し
て
は
、
鉄
器
時
代
の
墓
に
よ
く
見
ら

れ
る
遺
骨
集
積
部
屋
（
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
）
の
可
能
性
も
想
定
し
て

調
査
に
あ
た
っ
た
が
、
単
な
る
残
土
で
あ
り
、
意
図
的
な
構
造
で

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
目
立
っ
た
遺
物
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

（
5
）

前
庭
の
南
東
隅
の
開
口
部
（
ロ
ー
カ
ス
五
一
五
、
図
7
│

1
）

昨
年
度
、
前
庭
の
表
土
を
清
掃
し
た
際
、
す
で
に
こ
の
開
口
部

は
確
認
さ
れ
て
い
た
。
入
り
口
部
分
は
、
上
部
が
破
損
し
た
四
角

形
（
底
辺
約
六
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
約
六
〇
セ
ン
チ
）
を
し
て
い
る
。

内
側
か
ら
状
態
の
よ
く
残
っ
て
い
る
ロ
ー
マ
時
代
の
ク
ッ
キ
ン
グ

ポ
ッ
ト
な
ど
が
多
数
出
土
し
た
の
で
、
本
年
度
も
、
そ
の
性
格
把

握
の
た
め
に
継
続
し
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
奥
行
は
二
〇
一
三

年
調
査
終
了
時
点
で
約
八
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

図 6　玄室のピット（L513）



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
三
〇
（
五
三
〇
）　

結
果
と
し
て
、
こ
の
横
穴
は
相
当
な
規
模
持
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
（
北
西
│
南
東
軸
：
約
二
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
北

東
│
南
西
軸
：
約
一
九
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
お
そ
ら
く
移
行

期
青
銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
に
付
属
し
て
造
ら
れ
た
玄
室
部
分
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る）

12
（

。
実
際
、RT

49

の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
正
面
か

ら
見
て
左
側
の
壁
が
丸
く
抉
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
竪
坑
の

一
部
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
直
下
に
あ
る
ピ
ッ
ト
は
玄
室
部

分
と
し
て
整
合
す
る
こ
と
に
な
る）

13
（

。

ま
た
、
こ
の
南
側
で
は
、
天
井
部
か
ら
矩
形
の
掘
り
込
み

（
ロ
ー
カ
ス
六
〇
六
、
図
7
│

2
）
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
部

が
ロ
ー
カ
ス
五
一
五
と
直
結
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら

に
そ
の
南
側
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、RT

50

の
入
口
と
隣
接

し
た
岩
盤
に
さ
ら
に
別
の
竪
坑
墓
の
開
口
部
が
確
認
さ
れ
た
。
矩

形
の
掘
り
こ
み
は
、
形
状
か
ら
貯
水
槽
と
推
察
さ
れ
る
。
ロ
ー
カ

ス
五
一
五
の
内
側
に
あ
っ
た
礫
層
や
泥
の
よ
う
な
細
か
な
土
壌
も

そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
横
穴
か
ら
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
多
量
の
ロ
ー
マ
時
代
の
土
器
片
が
出
土
し
た
が
、

そ
れ
以
降
の
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
貯
水
槽
が

RT
49

と
同
時
期
か
ど
う
か
は
判
別
で
き
な
い
が
、
ロ
ー
マ
時
代

に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
6
）

墓
前
の
巨
石

図 7-1　RT49 前庭南東隅の開口部（L515）



二
〇
一
四
年
度　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
三
一
（
五
三
一
）　

RT
49

の
前
庭
正
面
に
置
か
れ
て
い
る
巨
石
は
、
昨
年
度
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
一
帯
の
テ
ラ
ス
を
清
掃
し
た
時
に
、
前
庭
内

に
あ
っ
た
石
が
、
そ
の
外
側
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
石
は
、
台
形
に
近
い
形
状
を
し
て
お
り
、
側
面
か
ら
見
る
と

横
向
き
の
凸
型
と
な
っ
て
い
る）

14
（

。
高
さ
は
約
七
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
幅
は
約
六
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
側
面
か
ら
見
た
高
さ
は
約

六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
墓
の
入
口
に
ほ
ぼ
は
ま
る
大
き
さ
で

あ
る
。
そ
の
位
置
、
形
状
、
大
き
さ
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
石
が

RT
49

の
封
石
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

3
．
ま
と
め

本
年
度
のRT
49

の
調
査
で
は
、
昨
年
度
の
調
査
か
ら
さ
ら
に

二
本
の
ロ
ク
リ
を
発
掘
し
、
こ
の
墓
が
、
上
部
の
ロ
ク
リ
六
本
と

下
部
の
ロ
ク
リ
一
本
か
ら
構
成
さ
れ
る
ほ
ぼ
矩
形
の
墓
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
検
出
し
た
炭
化
物
は
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
に

か
け
る
が
、
す
で
に
墓
の
形
状
や
ヘ
ロ
デ
ィ
ア
ン
・
ラ
ン
プ
等
か

ら
、
こ
の
墓
は
ロ
ー
マ
時
代
初
期
（
紀
元
一
世
紀
）
に
放
棄
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
盗
掘
は
受
け
て
い
る
が
、
再

使
用
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

昨
年
度
の
調
査
で
、
こ
の
墓
の
棚
を
持
つ
構
造
が
鉄
器
時
代
の

墓
と
似
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
鉄
器
時
代
の
ラ
ン
プ
が
出

土
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
ひ
と
つ
の
留
意
点
と
な
っ
て
い
た

（
杉
本
・
菊
池
二
〇
一
四
参
照
）。
特
に
、
鉄
器
時
代
の
墓
に
固
有

の
集
骨
室
（
再
埋
葬
の
際
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
）
が
認
め
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
要
点
で
あ
っ
た
が
、
玄
室
の
南
東
床
部
分
に
崩
落
に
よ

る
自
然
穴
が
あ
っ
た
の
み
で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
墓
が
も
と
も
と
鉄
器
時
代
に
造
ら
れ
た
可
能
性
は

低
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
前
庭
部
分
に
知
ら
れ
て
い
た
開
口
部
（
ロ
ー
カ
ス
五
一

五
）
は
、
実
際
に
は
相
当
の
規
模
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
移
行
期
青

銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
の
横
穴
（
玄
室
）
部
分
で
あ
っ
た
と
判
断
さ

れ
た
。RT

50
の
入
口
部
分
か
ら
も
竪
坑
墓
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

図 7-2　 矩形の掘りこみ（L606）と
RT49 の位置関係



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
三
二
（
五
三
二
）　

こ
の
地
点
で
は
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
墳
墓
群
を
ぬ
う
よ
う
に

ロ
ー
マ
時
代
の
墓
が
掘
ら
れ
た
現
象
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ

の
横
穴
の
南
側
上
部
に
は
矩
形
の
掘
り
込
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
貯
水
槽
と
し
て
、
ロ
ー
マ
時
代
に
再
利
用
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

四　

RT
50

（
図
8
）

1
．
フ
ァ
サ
ー
ド
部

RT
50

はRT
49

か
ら
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
方
に
位
置
し
て
い

た
。
開
口
部
は
東
北
東
│
西
南
西
（
方
位
三
三
六
度
）
に
軸
を

持
っ
て
お
り
、RT

49

よ
り
も
若
干
西
に
向
い
て
い
た
。
フ
ァ

サ
ー
ド
は
二
段
に
構
成
さ
れ
た
平
ら
な
面
か
ら
な
っ
て
お
り
、
庇

を
も
た
な
い
。

フ
ァ
サ
ー
ド
全
体
の
幅
は
約
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
大

高
約
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
ほ
と
ん
ど
凹
凸
が
な
い
ほ
ど

に
平
坦
に
加
工
さ
れ
て
い
た
。
外
側
の
フ
ァ
サ
ー
ド
部
は
、
幅
約

四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
範
囲
で
平
坦
に
加
工
さ
れ
て
お
り
、

内
側
の
フ
ァ
サ
ー
ド
部
は
さ
ら
に
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

奥
ま
っ
て
平
坦
に
削
ら
れ
て
い
た
。
開
口
部
そ
の
も
の
は
、
内
側

フ
ァ
サ
ー
ド
よ
り
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
奥
ま
っ
て
お
り
、
壁

の
厚
さ
は
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
開
口
部
の
幅
は
約

図 8　RT50 のファサード



二
〇
一
四
年
度　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
三
三
（
五
三
三
）　

四
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
五
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ

の
周
囲
は
幅
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
六
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
彫
り
こ
ま
れ
て
い
た
。

フ
ァ
サ
ー
ド
の
床
（
ロ
ー
カ
ス
六
〇
二
）
は
、
開
口
部
を
中
心

と
し
て
幅
（
南
北
）
約
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
（
東

西
）
約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
矩
形
の
範
囲
で
一
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
り
込
ま
れ
た
前
庭
と
な
っ
て
い
た
。
前
庭
部
は

平
坦
で
は
な
く
、
入
口
に
向
か
っ
て
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
て
い
た
。

ま
た
、
前
庭
部
北
東
端
に
は
、
竪
坑
墓
と
考
え
ら
れ
る
直
径
約
一

〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
の
掘
り
込
み
（
ロ
ー
カ
ス
六
〇

三
）
が
検
出
さ
れ
た
。
切
り
合
い
関
係
と
墓
の
形
状
か
ら
、
竪
坑

墓
は
横
穴
墓
に
先
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2
．
玄
室
（
図
9
）

比
較
的
丁
寧
に
整
形
さ
れ
た
入
口
付
近
に
対
し
て
、RT

50

内

部
（
ロ
ー
カ
ス
六
〇
四
）
は
ほ
ぼ
全
く
加
工
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

最
大
で
奥
行
き
は
約
一
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
約
二
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
天
井
部
は
入
口
部
よ
り
五
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
度
は
平
坦
に
加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外

の
部
分
は
整
形
さ
れ
て
お
ら
ず
、
入
り
口
部
分
よ
り
も
高
く
な
る

こ
と
は
な
い
。
底
部
の
岩
盤
は
入
口
部
よ
り
約
一
三
〇
セ
ン
チ

図 9　RT50 の内部



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
三
四
（
五
三
四
）　

メ
ー
ト
ル
の
位
置
で
検
出
さ
れ
た
が
、
全
く
平
坦
で
は
な
い
。

ロ
ク
リ
も
一
つ
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
北
西
部
にRT

49
と
連
結
し
て
い
る
横
穴
が
確
認
さ
れ
た
（RT

49

側
で
は
昨
年
の

段
階
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
た
）。
二
基
の
横
穴
墓
が
内
部
の
坑
道

で
連
結
す
る
こ
と
自
体
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
開

口
部
の
大
き
さ
は
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
な
く
、
内
部

も
ま
っ
た
く
加
工
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
人
為
的
に
連
結
さ
せ
た

と
考
え
る
よ
り
も
、
岩
盤
の
崩
落
に
よ
っ
て
連
結
し
た
と
す
る
方

が
理
に
適
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
玄
室
の
南
端
部
に
も
岩

盤
の
崩
落
に
よ
る
土
砂
の
流
入
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
崩
落
の
危
険

が
あ
っ
た
た
め
、
岩
盤
の
検
出
作
業
は
行
わ
な
か
っ
た
。

3
．
ま
と
め

以
上
の
こ
と
よ
り
、RT
50

は
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
掘
削

途
中
で
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
十
数
点
の
土
器
片
が

検
出
さ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
ロ
ー
マ
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
。

エ
ル
サ
レ
ム
周
辺
で
は
、
紀
元
七
〇
年
の
第
二
神
殿
崩
壊
後
、
墓

が
造
り
か
け
の
ま
ま
放
棄
さ
れ
る
事
例
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

RT
50

も
そ
の
例
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
出
土
遺
物
は
僅
少
で
あ
り
、RT

50

の
建
造
時
期

を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
鉄
器
時
代
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
口
縁
部
土
器
片
も
二
点
検
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で

RT
50

が
鉄
器
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
、
難

し
い
で
あ
ろ
う
。

五　

結
論

二
〇
一
四
年
度
の
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の
調
査
で
は
、RT

49

、

RT
50

と
い
う
ロ
ー
マ
時
代
の
二
基
の
横
穴
墓
の
調
査
を
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
墓
の
構
造
、
出
土
土
器
、
特
に
ヘ
ロ
デ
ィ
ア

ン
・
ラ
ン
プ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
墓
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
か
ら
ロ
ー

マ
時
代
初
期
（
紀
元
後
一
世
紀
）
の
墓
で
あ
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
周

辺
で
見
ら
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
墓
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
同
様
の
墓
が
五
〇
基
以
上
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
ワ

デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
地
区
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
合
わ
せ
、

当
時
の
ベ
テ
ル
の
社
会
構
造
を
知
る
上
で
大
き
な
意
味
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
ケ
ル
ゾ
ー
ら
に
よ
る
ベ
イ
テ
ィ
ン
（
ベ
テ
ル
）
遺
跡
発

掘
で
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
時
代
の
報
告
は
非
常
に
限
定
的

で
あ
っ
た
（
杉
本
二
〇
一
四
参
照
）
が
、
本
調
査
の
結
果
は
、
こ

の
時
代
の
ベ
イ
テ
ィ
ン
に
一
定
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
が
あ
っ
た
可

能
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
墓
が
鉄
器
時
代
に
造
ら
れ
た
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ



二
〇
一
四
年
度　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
三
五
（
五
三
五
）　

う
が
、
移
行
期
青
銅
器
時
代
の
竪
坑
墓
は
さ
ら
に
多
く
存
在
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
厳
密
な
分
布
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
以
降
、
正
確
に
記
録
し
て
い
き
た
い
。

註（1
）　

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
杉
本
・
間
舎
二
〇
一

三
図
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

本
報
告
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
A
）
課
題
番
号24251015
（
研
究
代
表
者
、
杉
本
智
俊
）
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
3
）　

分
布
図
は
、
そ
の
後
も
新
た
な
情
報
を
得
る
ご
と
に
更
新
し
て

い
る
。

（
4
）　

床
部
は
、
幅
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル

で
、
現
在
は
果
樹
園
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

（
5
）　

へ
ブ
ル
語
で
は
、
コ
ヒ
ム
（
単
数
形
コ
ッ
ク
）
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

（
6
）　

こ
の
型
式
の
墓
は
、
一
般
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
後
期
（
前
一
三
〇
年

頃
）
か
ら
紀
元
後
七
〇
年
の
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　

テ
ル
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
よ
り
南
西
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す

る
。

（
8
）　

こ
の
地
域
に
は
ほ
か
に
も
竪
坑
墓
の
存
在
を
思
わ
せ
る
凹
部
が

多
数
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
試
掘
す
る
と
墓
で
な
い
場
合

も
多
く
、
そ
の
す
べ
て
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
9
）　

こ
れ
ら
の
名
称
は
、
分
布
地
図
（
杉
本
・
間
舎　

二
〇
一
三
）

で
与
え
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

（
10
）　

類
例
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
サ
ン
ヘ
ド
リ
ア
に
も
見
ら
れ
る
。

（
11
）　

昨
年
度
発
掘
済
み
の
ロ
ク
リ
に
関
し
て
は
、
入
口
を
入
っ
て
左

側
の
ロ
ク
ル
ス
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
カ
ス
五
〇
九
、
ロ
ー
カ
ス

五
〇
八
、
ロ
ー
カ
ス
五
一
〇
、
ロ
ー
カ
ス
五
〇
五
、
ロ
ー
カ
ス
五

一
一
、
ロ
ー
カ
ス
五
〇
七
、
底
部
の
ロ
ク
ル
ス
は
ロ
ー
カ
ス
五
〇

六
と
し
た
。

（
12
）　

た
だ
し
、
高
さ
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
13
）　

ロ
ー
カ
ス
五
一
五
は
、RT

49

が
掘
削
さ
れ
た
際
偶
然
に
発
見

さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）　

ロ
ー
マ
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
社
会
で
は
、「
ゴ
ー
ラ
ル
」（
転
が
す
も

の
）
と
称
さ
れ
る
墓
石
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。

参
考
文
献

Faust, A
. and Bunim

ovitz, Sh. 2014 

“The Judahite Rock-
Cut T

om
b: Fam

ily Response at a T
im

e of Change,

” Isra-
el E

xploration Journal 58, 150-170
H

achlili, R., 2005 Jew
ish Funerary Custom

s, Practices and 
R

ites in the Second T
em

ple Period, Brill
H

achlili, R. and K
illebrew

, A
. 1999 Jericho: the Jew

ish Cem
-

etery of the Second T
em

ple Period 

（IA
A

 Reports 7

）, Je-
rusalem

K
loner, A

. 1980 

“A T
om

b of the Second T
em

ple Period at 
French H

ill, Jerusalem
,

” Israel E
xploration Journal 30, 

99-108
K

loner, A
. and Zissu, B. 2007 T

he N
ecropolis of Jerusalem

 



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
三
六
（
五
三
六
）　

during the Second T
em

ple Period, Peeters
Regev, E., 2004 

“Fam
ily Burial, Fam

ily Structure, and the 
U

rbanization of H
erodian Jerusalem

,

” Palestine E
xplora-

tion Q
uarterly 136, 109-131

Strange, J. F., 2014 

“Late H
ellenistic and H

erodian O
ssuary 

T
om

bs at French H
ill, Jerusalem

,

” Bulletin of the A
m

eri-
can Schools of O

riental R
esearch 219, 39-67

T
zaferis, V

., 1970 
“Jew

ish T
om

bs at and near Givaʼat ha-
M

ivtar, Jerusalem
,

” Israel E
xploration Journal 20, 18-32

杉
本
智
俊　

二
〇
一
四
年
「
ベ
イ
テ
ィ
ン
（
べ
テ
ル
）
遺
跡
に
お
け

る
考
古
学
的
調
査
の
課
題
」『
聖
書
学
論
集
』
四
六
号
、
六
一-

八

二
頁

杉
本
智
俊
・
間
舎
裕
生　

二
〇
一
三
年
「
二
〇
一
二
年
度
ベ
イ
テ
ィ

ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
一
般
調

査
」『
史
学
』
第
八
二
巻
第
一
、
二
号
、
一
〇
五-

一
二
七
頁

杉
本
智
俊　

菊
池
実　

二
〇
一
四
年　
「
二
〇
一
三
年
度　

ワ
デ
ィ
・

ワ
タ
ヒ
ー
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的

発
掘
調
査
」『
史
学
』
第
八
三
巻
第
二
、
三
号
、
一
一
九-
一
三
八

頁


